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太字は 17時閉館、■はお休み 

○は行事のある日です 

★:ユメニティ小ホール、♪:図書館２階、その他:おはなしコーナー 

６(土)１４時～ おはなし会(ママりんご) 

★１３(土)１４時～ 映画上映「陽のあたる場所」122分(土曜シアター) 

２０(土) 

２１(日) 

２７(土)１４時～ おはなし会(やまびこ会) 

２８(日)１４時～ おはなし会(図書館職員) 

 

１０(土)１１時～ おはなし会(まほうの箱) 

      １４時～ おはなし会(赤ずきん) 

    ★１４時～ 映画上映「白銀は招くよ」86分(土曜シアター) 

１３(火)１１時～ 乳幼児向けおはなし会(麦のこ) 

★１７(土)１４時～ ブラックパネルシアター(なのはな教室) 

１８(日)１４時～ おはなし会(れろの会) 

♪２５(日)１０時～ おもちゃ病院 (受付１４時まで) 

     １４時～ おはなし会(図書館職員) 

 

直方市立図書館 TEL.0949-25-2240 

   URL http://www.yumenity.jp/library/ library.html 

   開館時間  火～土 10:00～19:00、日・祝 10:00～17:00 

◆直方市立図書館のミニ新聞◆ 

 そっとおとどけ 2016 年 8 月号 VOL.148 

展示のご案内   

展示期間 ８/３０(火)まで 

一般書 

「読むスポーツ 

～2016･リオオリンピック～」 

児童書 

「よもう！あそぼう！しらべよう！ 

～夏休みおたすけ本～」 

第１０回ユメまつり開催！！ 

日時:８/２０(土)･２１(日) １０時～１６時 

会場:ユメニティのおがた・直方市立図書館 

企画内容：ブックリサイクル、点字体験、 

紙コップ工作、おはなし会、 

おもちゃ修理など 
 

詳しくは、館内配布中のチラシをご覧ください 

子ども向けの新しいＤＶＤがはいりました！ 

◆ベイマックス ◆ダイナソー ◆ファンタジア ◆思い出のマーニー ◆凧になったお母さん 

◆いつでもトーマスといっしょ ◆ミッフィーとどうぶつえん    ほか１０点 

１０時～ 
第１０回ユメまつり 

おもちゃ病院やおはなし会などがあります 



 

毎月、司書がひとつのテーマにそって本を紹介します。 

暑い日は、室内で涼みながらの読書はいかがですか？ 

 ※(  )は司書のペンネームです。 

８月号のテーマ 

     「ケンガイにっ！」 

髙森美由紀/K913タ 

 小５の俊のネット依存を心配した両親は、夏休

み中スマホ「圏外」の田舎に預けることに。 

ネットができないことに苛立ちを感じていたが

そこで出会った双子の兄妹や祖母の手料理に、強

ばっていた心が少しずつほぐされて――。 

 のどかな田舎の雰囲気と温かく美味しい料理に

癒される優しいお話。 

 夏の読書感想文にオススメ！ 

(ヴィッツ) 

「粘土でつくるまんまるかわいい小鳥」 

ヨシオミドリ/751.4ヨ 

 せっかくのおやすみ、いつもと違う手づくりに 

チャレンジしてみませんか？ 

 ベースはまんまるの“たまご形”粘土。そこに

パーツをつけ、色を塗ると･･･手乗りサイズのか

わいい小鳥たちの完成！インコやスズメなどの

身近な鳥から、ペンギンやハシビロコウまで、 

全部で 30種類の小鳥のつくり方が紹介されてい

ます。あなたはどの鳥がすき？ 

(Kao)    

「よしおか工房に学ぶはじめての植物染め」 

吉岡幸雄/753.8シ 

 紅茶やコーヒーはシックな茶系、紅花や茜はき

れいな赤系、蓼藍は空のような青系に･･･。 

難しそうな染色も、基本をしっかり学べば誰で

もできる。身近な染料で染めたり、オリジナルの

型を使って染めるなど、家庭でも楽しめそう。 

今度の休暇は染色に挑戦してみませんか？ 

                 (茶白) 

「３人のパパとぼくたちの夏」 

井上林子/K913イ 

 小学６年生のめぐるは、お父さんと二人暮らし。 

お父さんが家事をサボるせいで、めぐるは主婦と

化していた。１１歳の男子として生きるべく、お

父さんへの抗議も含めて夏休みに家出を決行。 

 家出した町で溺れそうになった女の子２人を助

けたことで、２人の家に寄ることになるがなぜか

女の子にはパパが２人いて･･････？ 

はちゃめちゃだけど女の子２人の家族のおかげ

でめぐるはお父さんの事情を知り家族の絆を再確

認する。            (ちら)  

「秘密のスイーツ」 

林真理子/Fハ 

 休みも長いし子どもはいいな、と一概には言

えない。子どもは子どもで大変だ。前の学校で

いじめにあった理沙は、母と共に祖父母の町へ。

だが、新しい小学校にも馴染まない中、小さな

神社で６６年前の戦争中の雪子となぜか携帯で

つながってしまう。やがて理沙は、雪子の為に

お菓子を送るように。 

多感な少女時代と平和への祈りが感じられる

心温まる物語。 

                (るー) 

「時計をはずして」 

伊集院静/914イ 

 時計は持たないと決めてから、ずいぶんたつ。

困ることもあるが、腕から時計をはずした時の、

何かから解放された気持ちは今でも覚えている。

日常の決まりごと、約定ごとからほんの少し自由

になったような気がした。 

 このエッセイには、どこかのんびりした雰囲気

がある。時計をはずして小さな休暇をとっている

作者の姿がうかんでくる。 

                 (Bee) 


